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サイバー犯罪被害防止教室開催！！
５月１８日に本部警察署から宮里久美江巡査長を講師に招いてサイバ

ー犯罪被害防止教室が開催されました。お話しの中で、ゲームでの課金

で何十万円も支払うことがあることや、ＳＮＳでのいじめがあること、

アップした情報は全世界にながされ一生消えないことなどたくさんのお

話しをして頂きました。今、本部中学校でもスマホを持っている人が多

くいます。便利なスマホも使い方を間違えると「なりすまし」をされた

り、ラインで反対の意味にとられてハブられることなど多くの問題が発

生することなど、中学生でも被害を受けるだけでなく、逆に自分が加害者や犯罪者になる可能性

もあるとのことです。スマホを中学生に持たせるには家庭でしっかり話合い、トラブルに巻き込

まれない、また、巻き込まれてもすぐ相談することなど確認をしておく必要があります。スマホ

や携帯電話トラブルの指導について、学校では今回のような情報モラルに関する事前の講演会等

を開催し、生徒の意識を高めて行くことは継続していきます。しかし、実際のトラブルに巻き込

まれた際に、学校外で目に見えない状況で進んでい

くこのような問題に学校で指導できる事は限られて

きます。自宅で遅くまでゲームをしている、不適切

な動画をアップする、いじめにつながるようなＳＮ

Ｓでのやり取りを行うこと等、本校でもいつ起こっ

てもおかしくありません。スマホは正しく使えば有

意義なツールとなりえます。その上でスマホを所持

するには責任が伴うことを理解させ、正しい使い方

ができるよう御指導をお願いします。また、生徒の

皆さんも今回の講演の内容をよく理解して実践しましょう。
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